
九月に入ってから、空に浮かぶ大きな入道雲をあまり見かけなくなりましたが、今年は残暑が厳し過ぎて、

猛暑で熱中症にならないように注意がまだまだ必要なようです。天気の長期予報では、秋も高温傾向が続き、

季節の移り変わりはゆっくりと進んで、紅葉は例年より遅れるようです。日中は暑い日が続いていますが、

皆様は夏バテで体調を崩されていませんか。十分に休養を取って、体調を整えてください。院長の喜多です。 

先月末に、歌舞伎の坂東玉三郎特別公演、片岡愛之助出演の「怪談牡丹灯籠」を、京都四条の南座で観劇

して来ました。歌舞伎を観るのは、おそらく高校生の時の校外学習以来でした（当時は関東在住で歌舞伎座

へ行った記憶だけあります）が、南座に行くのは初めてでした。坂東玉三郎さんが、最近のある記者会見で、

「体力的に歌舞伎座など大劇場で公演を行うのが難しくなった。」と発表されていたことや、テレビ出演も多

く人気の高い片岡愛之助さんも出演されていましたので、平日にもかかわらず、多くの歌舞伎ファンの方が

詰めかけて満席になりました。南座は､ 現在歌舞伎が上演されている劇場の中でも最も歴史が古く､ 徳川家

康が江戸に幕府を開いた慶長八年 (1603 年)に､出雲の阿国があらわれて『かぶき踊り』を踊ったとされる

四条河原には、芝居小屋７座が軒を並べて賑わっていましたが、幕末には南側と北側各１座となり、明治 26

年に南座のみが官許による芝居小屋として残りました。この南座は約３年間にわたる耐震改修工事を経て、

平成 30 年 11 月に新たに開場されましたので、建物の外観、内観は、保存修復により真新しくなりました

が、江戸時代から続く伝統的な造形を残しているので、劇場の持つ美しさも今回堪能することが出来ました。

座席は１階の最後尾の列でしたが、セリフも良く聞こえ、花道を通る愛之助さんの顔を肉眼ではっきりと見

ることができました（小型の双眼鏡で時々、玉三郎さんの顔の表情も見ていました）。本公演では、セリフが

現代劇のように、わかりやすい話し言葉だったので、内容が理解しやすく、リラックスして楽しめました。 

四条大橋の付近には、南座以外にも歴史的な建物がいくつか残っていて、その一つの「東華菜館」（ヴォー

リズ建築事務所による設計で 1926 年竣工）という北京料理の店に今回初めて足を踏み入れました。館内に

は、日本最古の手で開閉するエレベータがあり、名物の卵の皮の春巻きがとても美味しく満腹になりました。 
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